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これから流行ってくるインフルエン

ザです。インフルエンザは、インフル

エンザウイルスという病気でございま

すけれども、潜伏期が１日か３日ぐら

いですね。インフルエンザには種類が

ありまして、大きく分けるとＡ型とＢ

型とＣ型があります。しかし、Ｃ型は

余り流行しませんから、人間のインフ

ルエンザといいますとＡ型とＢ型です。

その中には、Ａ型の中のソ連、それか

ら昨年流行りましたＨ１Ｎ１ですけれ

ども、亜型の豚インフルエンザ。それ

から、アジア風邪。これは最近なくな

りましたけれども、現在流行しつつあ

るのが香港型。それから、来てほしく

はない、非常に高病原性と言われる鳥

インフルエンザですね。これが、これ

から流行りましたら本当に大変になる

と思います。それからもう一つがＢ型

です。現在、新型インフルエ

ンザワクチンをしていらっし

ゃると思いますけれども、新

型インフルエンザワクチンの

今年のタイプは、この豚イン

フルエンザと香港と、それか

らＢ型が入ってございます。

ですから、この鳥インフルエ

ンザが流行らなければ、今の

インフルエンザワクチンで十

分効果がありますから、ぜひ、

今やっていただいている新型

インフルエンザワクチンを早く受けていただきたいと思います。 

インフルエンザは、決して風邪ではありません。風邪よりも重症な病気です。風邪と

は明らかに区別して考えていただいたほうがいいと思います。風邪と違いまして、昨年、

豚インフルエンザで流行りました子供の重症肺炎。これは本当に我々は、目の前で子供

たちが呼吸困難になっていく姿を見てきました。インフルエンザは、非常に重症です。
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肺炎、脳炎、心筋炎、こういうことが起こりますので、高熱が出たとき、これも比較的

簡単に診断がつきます。お口の中から、それから微粘膜から検査しますと、１０分ぐら

いでわかりますので、高熱が出たら、また新聞等でインフルエンザが流行ってきたとい

う情報を得たら、インフルエンザを疑って早急に検査をして、やはり抗インフルエンザ

薬のお薬が必要になってくると思います。 

そこで心配になるのが、タミフル

による異常行動でございますけれど

も、これはタミフルのせいばかりで

はありません。インフルエンザにか

かりますと、特に中高校生対象にい

たしまして異常行動が起こります。

急に飛び出したり、高いところから

落ちたり、うわ言を言ったり、それ

から熱せん妄状態でおばけが見える

とか、いろんな異常行動を訴えます。

今、タミフルを飲むと二、三日で熱

は下がりますので、インフルエンザ

にかかった場合は、高熱のある間は

ぜひ子供の近くに大人が寄り添って

いただきたいと思います。決してタ

ミフルの副作用だけではなくて、イ

ンフルエンザそのものによっても異

常行動が起こってまいります。 

 

 

これも、今、流行っておりますウイ

ルス性の胃腸炎です。子供の場合には、

ウイルス性胃腸炎のことを、乳児下痢

症であるとか、流行性嘔吐下痢症であ

るとか、冬に流行りますから冬季下痢

症とか、あと便が白くなりますから白

色便性下痢症、こういう呼び方もしま

すけど、これみんな、すべてウイルス

性胃腸炎。例えばウイルス性胃腸炎の

ことを感染性胃腸炎とも言いますけれ

ども、同じことと考えていただきたいと思います。 
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その代表的なのが、ロタウイルスで

すね。ロタウイルスも、今、便でこう

いう簡単な検査ができるようになって

おります。それからもう一つ有名なの

が、ノロウイルスです。非常に吐き気

を強く伴う胃腸炎でございます。私が

小児科医になったときに、順天堂の小

児科で子供の乳児白色便下痢症の研究

をしていましたけれども、なかなか、

このウイルスが見つからなかったので

すね。しかし、オーストラリアで女医

さんが、顕微鏡にぽっと便を当てただ

けでこのウイルスが見つかったのです

けど、非常に画期的な出来事でござい

ました。 

冬に流行るウイルスは、ノロとロタ

ウイルスだけではなくて、アデノとか

いっぱいありますから、冬は吐き下し

の風邪が流行る、また、それにインフ

ルエンザが流行るということで、小児

科の外来はてんてこ舞いになります。 

ノロウイルスは、ご承知のようにな

かなか加熱にも強いですから、おうち

でできることは限られます。身近でで

きることは手洗いですから、手洗いを

しっかりしてください。白色便という

のが、白くなりますけれども、必ずし

もノロウイルス、ロタウイルスだけで

はなくて、子供の嘔吐下痢の場合には

白くなるのが特徴でございます。白い

から悪いということではないですけれ

ども、白くなる便が特徴と言われてお

ります。 
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それからもう一つ、これももう昔の

ことと思われるでしょうけど、今でも

この蟯虫症は多いのですね。おしりが

かゆいというお子さんがおられたら、

まず蟯虫の検査をしていただきたいと

思います。蟯虫も結構見つかります。

蟯虫は、ご家族で一緒に持っている方

が多いので、一人蟯虫が出ましたらご

家族全員が検査されて、必要ならばお

薬を飲んだほうがいいと思います。 

 

流行性耳下腺炎。難しい言葉です

けど、これは、普通言われるおたふ

く風邪です。流行性耳下腺炎とおた

ふく風邪は、全く同じことです。例

えば、反復性耳下腺炎という言葉が

あります。耳下腺炎、耳下腺がはれ

ることを繰り返す子がいますけど、

これは流行性耳下腺炎とかおたふく

風邪ではなくて、

風邪による耳下

腺炎で、これは

何回も繰り返し

ますけれども、

流行性耳下腺炎

（おたふく）は、

おたふく風邪ウイルスによって起こりますから、

１回かかれば終生免疫ができて、２回

することはありません。唾液腺がはれ

たり、顎下腺、耳下腺がはれたりしま

す。耳下腺だけではなくて、顎の下が

はれることもあります。耳下腺の合併

症は、よく髄膜炎とか脳炎、睾丸炎、

卵巣炎を起こしますので、おたふく風

邪は特に難聴を起こすこともありますから、子供さんがおたふくにかかったときは、耳

が聞こえるかどうか、お母さんが注意してあげたらいいと思います。 
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それから、急性灰白髄炎。これはポ

リオと言われる病気ですけれども、今、

ポリオワクチンがありますから、耳慣

れている言葉だと思いますけれども、

実際、本当のポリオ、野生株で起こる

ポリオの患者さんは、３０年ぐらいも

う日本にはありません。私も小児科医

になってポリオの患者さんを診たこと

はありませんので、お父さん、お母さ

んも、ポリオという子供さんを目の当

たりにすることはないと思いますけれども、世界中で見ますと決してなくなった病気で

はありませんので、やはりワクチンが必要ですね。 

 

それと同じように、日本脳炎。これ

も、もうなくなった病気と思われがち

でしょうけれども、世界中を見ると、

後でお話ししますけど、たくさんあり

ます。ぜひこれもワクチンを受けてく

ださい。日本脳炎は、直接人間から人

間にうつるのではなくて、蚊を介して、

豚が持っているウイルスを蚊が吸って、

それを人にうつすという形態になりま

す。ここで出ているように、赤いとこ

ろはまだまだ日本脳炎ウイルスが分布

するところでございます。 
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いろいろ前後しますけれども、皮膚

の病気で、伝染性膿痂疹。難しい言葉

ですけど、お父さん、お母さんは、よ

く、とびひとお話しになります。これ

を見ていただきますと、特に向かって

右の図がはっきりしていると思います

けれども、水疱を伴ったり、ちょうど

やけどを思わせるような状況でござい

ますけれども、やけどと違って、やけ

どした既往はないし、一日で広がるの

で、とびひという言葉になっています。非常にいい病名だと思います。急に子供さんが

水泡をつくって発疹がふえたら、特に夏ですね、虫刺されとかあせもを引っかき壊して

急に発疹が出たら、とびひを疑ってください。 

 

 

それとちょっと似ているんですけれ

ども、伝染性軟属腫。これは俗に、お

父さん、お母さん、みずいぼと言われ

ます。これも余り心配ないので小児科

は余り取らないのですけれども、皮膚

科の先生は積極的に取られるところも

あります。ピンセットでつまんで取る

こともありますけれども、結局はウイ

ルスですから、治るには、どうも２年

ぐらいかかるようでございます。 

 

頭じらみ。これも決して少なくあり

ません。子供さんの頭をちょっと見て

いただいて、髪の毛に白いものがつい

ていたら、ふけと思ってなかなか取れ

ないものは、頭じらみのことが多いで

すから、ふけですとすぐ取れてしまい

ますけど、取れないふけは頭じらみを

疑って、医者のところに行って顕微鏡

で見ると、すぐこういうふうにわかり



 

  16

ます。向かって右の卵、これがすぐ顕微鏡で見られますので、頭じらみも気をつけてく

ださい。ただ、この頭じらみは、決して幼稚園

とか保育園を休ませる必要はありません。適当

な治療をしていただければ、ふだんの集団生活

は大丈夫ですので、また頭じらみということを

公表されますと、子供のいじめにつながります

から、その辺はご配慮いただきたいと思います。

頭じらみの治療は、昔はＤＤＴという薬があり

ましたけど、今は、このスミスリンパウダーで

すね。 

 

 

次は、予防接種のお話をちょっと

させ ていただきます。 

予防接種もたくさんあります。今

日の資料の中に、第一三共さんの資

料が入っています。それが一番、今

わかりやすいと思います。 

 

 

ポリオも決してなくなった病気

ではありません。 
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それから、ＤＰＴと言われるジフテ

リア・ 百日咳・破傷風。この頭文字

をとってＤＰＴワクチンとか、三つ入

っていますから３種混合ワクチンとも

言います。 

 

先ほどお話ししたように百日咳は流

行しておりますから、決して治った病

気ではありません。 
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それから、先ほどお話ししたように、

はしかは非常に怖いし、まだまだ世界

中を見ますと、赤いところがたくさん

あります。日本は、非常に衛生環境も

よくて医療が進んだ先進国だと思われ

るでしょうけれども、麻疹に関しては

非常に後進国でございます。まだこの

アフリカ、それから東南アジア、それ

と日本ですね、世界中の中ではしかが

流行しているのは、日本を含めたこう

いう赤いところだけです。ほかは衛生

環境が悪いことも簡単に予想できます。

日本ではどうして麻疹がまだ制圧でき

ないかということをお考えいただきた

いと思います。 

２００５年、今から５年ぐらい前、

新聞にも、はしかは制圧目前と言われ

ました。しかし、１９９９年以降、２

００１年あたりから高校生・大学生を

中心にして集団発生したことは、まだ

耳に新しいと思います。東京でも、こ

のぐらい流行いたしました。２００１

年、それから２００７年、流行が起こ

ってまいりました。はしかは決してな

くなった病気ではありません。ワクチ

ンをしていただかなければ、いつまで

たっても日本からはしかはなくなりま

せんので、周りの子供さんたち、それ

から、後で出てまいりますけれども、

中学１年生、高校３年生を見ましたら、

はしかワクチンをしたかどうか、逐次

問いかけていただきたいと思います。 
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